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研究成果の概要： 
日英パラレルコーパスを利用した英語指導法と教材開発を行い，指導実践によってそれらの学

習効果を検証した。さらに，コーパス検索サイトの開発を推進した。主な研究成果を国際学会

（AsiaTEFL 国際会議，台湾教育学会，TaLC，World CALL）および国内学会（JACET，英語コー

パス学会）において報告し，開発した指導法等の詳細を公刊した。本課題に関する論文を掲載

した著書が Rodopi（アムステルダム）と松柏社（東京）より出版された。研究代表者は本課題

に関連して 2008 年度英語コーパス学会賞を受賞した。 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

２００８年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 電子コーパス誕生後 40 年が経過し，英
語コーパスの研究・教育への利用は世界的な
動向である。しかし，英語圏の国々の積極的
活用に比べ，我が国では一部の英語学・英文
学の研究利用に留まり，教育への応用は遅れ
ている。コーパスは帰納的学習を可能にする
ツールとしてその特性を発揮するが，モノリ
ンガル仕様であるため，検索結果の英文が難
しすぎて，学習者が語法の検証や発見を行う
までには至らず，コーパスの教育現場での普
及の阻害要因のひとつとなっている。そのた
め，我が国をはじめ，英語を外国語とする

国々では英語コーパスが英語圏のようには
普及していない。 
(2) 申請者らは，この障碍を克服するものと
して，既に公開している世界最大規模の日英
パラレルコーパスを利用する指導法に取り
組むことにした。日英パラレルコーパスは英
語の文例とそれに対応する日本語訳が表示
されるので，英文理解の難易度を下げること
ができる。加えて，豊富な文脈の中で，英語
が実際に使われている様子を日本語の訳と
ともに観察することでできる。 
(2) コーパス利用学習は，教師がルールを
教え込む伝統的な演繹的教授法と異なり，初
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めにキーワードを含む例文を示し，その言語
の使用実態の観察から語句の意味や文法の
規則性を学習者自身が発見する「言語データ
の提示→ルールの発見」という帰納的な学習
過程をたどる。この学習法は「データ駆動型
学習（Data-Driven Learning: DDL）」と呼ばれ，
自然な言語習得において見られる「膨大な量
の言語との接触→気づき」というプロセスを
日本のような外国語学習環境において疑似
体験させることができるため，教育への利用
価値は高いと考えられる。新しい学習スタイ
ルをもたらすと期待されるパラレルコーパ
スであるが，その教育利用に関する研究は，
世界的に見ても緒に就いたばかりであり，コ
ーパスを英語授業で「直接利用」する活用方
法や指導効果の実証研究の結果が待たれて
いるという状況であった。 
 
２．研究の目的 
本研究は，日英パラレルコーパスを利用し

た英語指導法を確立し，その教育効果を検証
することを目的とする。具体的には，次の３
つの研究を相互連関的に実施する。 
(1)これまでに申請者らが蓄積してきた基礎
研究および実践研究より得られた知見に基
づいて，パラレルコーパスを利用したコース
ウェアを開発する。初級・中級学習者用に適
用するコーパス学習活動を提案し，「どのよ
うにコーパスを英語学習に応用するか」とい
う具体的指導の方法を示す。 
(2) 開発したコースウェアを指導実践し，事
前・事後テスト等を用いて，「どのような学
習効果をあげることができるか」というコー
パス利用学習の有用性を検証する。初級・中
級学習者用コースウェアについて１年間の
指導実践の効果を測定し，学習効果を比較・
調査する。 
(3) 英語教育におけるコーパスの普及促進を
図るとともに，教育利用における今後の課題
を明らかにする。そのために，パラレルコー
パス検索ツールの開発研究を行い，コーパス
の実践的利用の推進を目指す。  
 
３．研究の方法 
研究目的(1)については，先行研究調査と本

研究に先行して行われた 3年間の指導実践に
参加した学習者からのフィードバック情報
を考慮した上で，第二言語習得研究に基づく
認知プロセスに沿うコーパス利用指導法の
枠組みを構築した。構想した指導法は，指導
実践と改良を繰り返してより効果的な指導
法を目指す。 
研究目的(2)については，基礎研究に基づい

てコーパス利用教材を開発し，指導実践を行
い，事前・事後テストにより学習効果を検証
する。(1)と(2)の研究は循環して行われ，授業
実践の結果に基づいて改良を加え，改訂した

教材を新たに実践するという過程を繰り返
す。 

研究目的(3)については，ウェブ検索プログ
ラムのプロトタイプを作成する。 
 
４．研究成果 
研究目的(1)については，コーパス利用指導

法として，第二言語習得研究に基づく認知プ
ロセスに沿う形で，４ステップ DDL
（Data-Driven Learning）指導法を提案した。
すなわち，①帰納的学習による仮説形成，②
教師による明示的説明，③follow-up 練習問
題による仮説検証，④産出活動による統合促
進，を組み合わせた指導法である。①と②は
①暗示的指導と②明示的指導を組み合わせ
るものであり，これは第二言語習得研究にお
いて効果が報告されているものである。 
研究目的(2)については，コーパスを英語学

習に利用する試みは英語教育およびコーパ
ス言語学の分野においていまだ新規的であ
り，DDL 学習の指導実践の報告はあまり見
られないという現状である。本研究の DDL
実践は大学の一般英語クラスで主として初
級学習者を対象として行われた。文構造理解
の基礎である名詞句構造と動詞句構造を重
点的に学習するコーパス利用教材を開発し，
指導実践を行い，学習効果を検証した。具体
的には文法基礎力テストとして，①品詞の区
分，②可算・不可算，③屈折，④派生，⑤名
詞句，⑥動詞句の知識・理解を問う問題に加
えて，⑦応用文法問題を含む合計 138 問のテ
ストを用いた。その結果，開発した教材は英
文理解の基礎となる種々の文法項目の能力
を向上させることが確認できた。 
研究目的(3)については，パラレルコーパス

専用のウェブ検索プログラムのプロトタイ
プ作成を完了し，今後，試用しながら改良を
加えていく予定である。 

1 年目の研究成果としては，基礎研究とし
て行った日英パラレルコーパスの教材レベ
ルに関する論文“Towards building a usable 
corpus collection for the ELT classroom”が，
E. Hidalgo 他（編）の著書「Corpora in the 
Foreign Language Classroom」に採録され，
Rodopi（アムステルダム）より出版された。
開発した教材を使った指導実践とその効果
については AsiaTEFL 国際会議（6/10/2007）
にて報告し，同会議発表論文集に論文を公刊
した。また，開発した指導法およびコースウ
ェアの詳細を日本大学生産工学部研究報告 B
（文系）に公刊した。さらに，普及促進活動
として，英語教員，英語教員養成課程学生対
象にワークショップを千葉大学にて開催し
た（11/30/2007）。 

２年目の研究成果としては，日英パラレル
コーパスの指導実践に関する論文「コーパス
に基づいたシラバスデザインとその実践」が，



 

 

中村純作他（編）の著書『コーパスと英語教
育の接点』（松柏社）に収録され出版された。
また，開発した教材を使った指導実践とその
種々の効果の分析結果を，台湾教育学会
（5/3/2008），TaLC（Teaching and Language 
Corpora Conference: 7/5/2008 ）， World 
CALL（8/7/2008）の 3 つの国際学会，およ
び国内学会（大学英語学会, 9/12/2008）にて
報告した。ウェブ検索プログラムのプロトタ
イプについては 2009 年度にリバプール大学
で開催されるコーパス言語学会議における
学会発表が決定している。また，開発した指
導法および指導効果の詳細を『日本大学生産
工学部研究報告 B(文系)』に公刊した。 
 本研究課題等による英語コーパス指導実
践研究への貢献に対し，研究代表者が 2008
年度英語コーパス学会賞を受賞したことは，
本研究課題による成果が認められた結果と
考える。 
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